
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
羽田浅場貝桁網調査でフトウデネジレカニ

ダマシが 14 個体採捕されました。大きさは甲

幅が 6～10mm、一部は抱卵(甲幅 6.8mm)してい

ました(写真は甲幅 10.0mm の♂個体)。 
カニに見えますが、カニではありません、ヤ

ドカリの仲間です。ハサミ脚以外の脚の 3 対は

大きく、最後の 4 脚は小さくなっています。ま

た、触角(アンテナ)も長くヒゲ状に伸びている

のも特徴です。 
 東京都内湾では平成 16 年 7 月 20 日に、同

じく羽田浅場貝桁網調査で数個体採捕されて

いますが、14 個体とまとまって採捕されたの

は初めてです。 
本種は主に西日本海域の内湾域に多く、内湾

の海底泥上の蛎殻等の隙間に生息し、水中の懸

濁物、プランクトン等を鋏脚に生えている毛束

で集めて捕食しているようです。  
 

カニではありません ! 

採捕地点 

小さな脚 

ネジれた指節 

フトウデネジレカニダマシ(Pisidia serratifrons) 

長い触角 


